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近過去の女性名(そ の1)

近過去の女性名(そ の1)

野 元 菊 雄

資 料

資料 としては、いろいろ考え られますが、ここでは、わたしの友人から

得ることのできた、ある生命保険会社の名簿を使 うこととします。わたし

の見ることのできたのは、 もちろん名簿その ものではありません。名簿の

なかか ら女性だけにっいて県名、生年月日、漢字名、読み仮名を一覧でき

るようにしたものです。プライバシー保護のために姓は省いてあります。

わた しの数えたのは総数142,516人 で、生年の一番古いのは大正6年 で、

最後は平成4年 一杯です。「近過去」 と称す る所以です。平成4年 のもの

を今発表するのはもっぱ らわた しの整理する時間の関係で した。

使 う名簿としては、例えば、特に女子の学校の同窓会名簿などが考え ら

れますが、名前の読み方が分からないうえ、地域に偏 りが出そうです。住

民票の利用は一個人ではちょっとむずか しいと思います。という次第でわ

たしの比較的容易に入手できた名簿を利用 しました。企業秘密に関わると

思いますので保険会社名は伏せておきます。

「生年別実数」を第1表 として掲げます。生年 はTは 大正生まれを示 し

ます。Sか ら昭和ですが、昭和元年はごくわずかですので、S2一 は4年

間とな りますが、あとは5年 毎になっています。例外は、戦後 ということ
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文林 三十号

で、S21一 を4年 間 と した ことと、平成 をひ とまとめにす るたあにS60一

を わずかなS64をHに いれて4年 間 と しHを1か ら4ま での4年 間 と した

ことです。一番左の欄の 「カ」「ひ」「漢」 はそれぞれ 力タカナ、ひ らがな、

漢字 を示 します。「漢1」 は漢字1字 名を示 し、以下 「漢3」 まで この表

ではあ ります。「カ」「ひ」 に 「+子 」 「+漢 」 がつ いて いるの は2字(ま

たは3字)の カタカナ、 ひ らがなに子 やその他の漢字 が1字 つ いている こ

とを示 します。 「漢2」 「漢3」 の ところの 「一子 」 は最後 の漢字 が 「子」

であるという意味です。点線 の右側 の1か ら6ま で は名前 の音節数です。

なお、第1表 だ けで は比較 が よくで きませんか らパーセ ン トで示 した も

のを第2表 と して示 してお きます。

「子 」 の つ く名 前

まず その 「子」 のっ く名前 につ いて述 べ ま しょう。 日本 の女 性 名 に

「一子」がつ くのは有名で アメ リカで電話帳 に一koで登録 して お くと男 か ら

変 な誘 いの電話 がかか るとい うことです。 間違 って 「一彦」 氏の ところに

もそん な電話 がかか って くると言 い ます。 で はどの くらい 「子」 がっ く名

前が あるので しょうか。

「雅子」様型 の2字 の漢字 で 「子」 がつ いて3音 節 な の は総 数 で29.6%

で す。 これ はS16一 に は52.3%に 達 しています か ら半数以上 が この タイ プ

で戦争 中の女性名 の代表 と言 ってい いで しょう。 第3表 に示 す ようにこの

S16一 を頂点 に して両側 に低 くな って いて、Hで は6.3%と い う激 減 ぶ り

です。

「美智子」様型 の3字 の漢字 で 「子」 がっ いて3音 節 なの は総数 で13.6

%で 、S25一 の19.6%を 頂 点 と して両側 に低 くな って い ます 。 「雅子 」 様

一38一



ー

Q。
Φ
1

T 5丑 ・層 5ε ρ冒 511・ ・-S1`卿

第1表

留1閏

生年別実数

3岳5円一 呂30一り3諸5即 ・馴o一暫 翫5陶 ・ 自50内 3茄 内 部o酎 H 合計
カ 2 96 81 119 115 108 52117-15一

一 一
20
一 一一
49
一 一 一
7ユ 19 15

一 一一
3 15i795

3 59 66 97 117 128 104
一 一632

7
一 一34 一42

35 ユB ユ1 3 26 825
4 1 11 4 11 1 ユ

1 20

5 1 1 ] 2 2 1 6

6
1一 一 一1

1
1

1 2
ひ 2 67 57 55 44 28

一 一
50 39-35 63 118 119 41 55 鵠 1ユ44 953

3 28 22 32 48 66 192【320524 940 1255 1225 424 419 `o帽 1上o品 ε9昌7

君 60 96 197 294 406 346114879 59 49一 4σ 9 3 1一 1-1一 1797織 3 1 1 5 11 11 10 i44 1 1 2
一 12

1 53

ぴ+子 3 45 61 117 1:3 210 541 61日379 267 223 162 42 呈1 13 126 2838

4 1 11 2

腔干濫一
一5

6 13 16 14 21 65 7061 52 83 55 25 罰 εε 56 583

養1
一
1 1 1 1

1 3

2 16 16 3ユ 24 ε1 31i2721 47 116 1剖 166 255 277 901 2140一一 一3
14 10 29 27 47 48171127 255 464 555 274 説6 盟3 1023 3583

4 1 1 1 1 1 3

蔑2 2 15 19
一 一
39153 77 110f172308 1167 2777 3紹7 1724 1盟6 19昌4 6430 20188

5 65 116 300 490 768 1032 14131860 且09工 4888 4685 1部3 1735 1860
一 一一
6587

一
30733

尋 2
一 一一2

1 5 9 148 10 11 9 5 4 5 29 114

5 1 1
一一3

5一

～子 臨 11 1 1 11 6 14 4 5 9
一一
73
一 一
125

3 23田 476 1脚〇 四47 3449 3646 45424428 14743 6謝 5616 2035 135駐 ε73 1326 42239

4 11エ 1 1 2 4 2 8 1 1 2
一一
21 45

瑛3 2 1
一 1

1 1

3 13 羽 `2 弱 1妬 ユ97 336488 933 1381 1170 472 ε肥 6軸 2342 8956

4 1 1一 1 1 1 2 1 7

五 1 2 3

1-・ 子 旦 1
1

1 1
1

$ 65 1501389 646 1083 1404 1野141872 2245 1呂216 ε呂2呂 1116 甜4 高02 1110 19434
「 一

一
4 工

一
1 1 1 1 5

そ応他 且 5 12 き 1 2 1 1 2 1
一 一

ユ8一
1

3 5 7 4 4 a 5 54 4 5
一16
2一 3 3 6 66

4 1 1 1 2
5 .

1 1-1 1 2一 一
6 i 1 1

1
1 2

計 培001220囲 〒ε404E日591784797781034与 工鵠与531矧 望O鴻6呂 別 ア7ε74ε7〒 露2ユ 旧1榔15

㊦
対

醇
菌
(
卵
θ

一
)



1

幽
O
I

第2表 生年別構成比率
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第3表 「雅子」様型の割合

T 29.8

S2一 39.0

S6一 44.8一

S11一 48.1一

S16一 52.3

S21一 46.5

S25一 46.5

S30一 43.2

S35一 34.0

S40一 30.9一

S45一 27.8

S50一 24.8

S55一 17.7

S60一 9.9

H 6.3

総 数 29.6

近 過去の女性名(そ の1)

第4表 「美智子」様型の割合

T 8.1

S2一 12.3

S6一 14.5

S11一 16.0

S16一 16.4

S21一 17.9

S25一 19.6

S30一 18.3

S35一

一

16.1

S40一 :15 .1

S45
Il4
.0

S50一
113
.6

S55一 11.6

S60一 7.4

H 5.2

総 数 13.6

型が頂点に達 したS16一 にこの 「美智子」様型 は第4表 が示 しますように

16.4%で すから、頂点に達するのが少 し遅 くなっています。第1図 で分か

るように両側、特にHの 方で二つの差 は小 さ くなっています。差 はTの

21.7%か ら出発 してS16一 に最大の35.9%に 及び漸減 してHに はわずか1.1

%に なります。第5表 として、3音 節の 「子」のつ く女性名の うち漢字3

字の漢字2字 に対する率をこのことに関 して出 してみます。多少一貫性の

ないところはありますが、だんだん増えてい く傾向にあって、上述のこと

は裏書 きできます。

「子」のつ く女性名は以上のものに止まりません。力タカナ、ひらがな

に 「子」がついたものや 「紀子」様型のものなどがありますが、 これ らは

後に述べるとして、 これらを含めた 「子」のっ く女性名の総数について見

てみましょう。
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第1図

字 種

名前 に使 われた文字 の種 類 は、 力タカナ、 ひ らがな、 漢字 に限 られ、資

料 には ローマ字 は出て いません。 総数 は力タカナ7,884字 、 ひ らがな29,931

字 、 漢字281,197字 、 合計319,012字 で 比率 はそれぞれ、2.5%、9.4%、88.1

%で 、 一人平均3字 種合 わせて2.24字 で す。

生年別 の字種 の比率 を第7表 に示 します。上 で もそ うですが、パ ーセ ン

ー42一



近過去の女性名(そ の1)

第5表3音 節の 「子」のつく名前のうち 第6表 「子」のつく名前の割合

漢字3字 の漢字2字 に対する割合
■

T 27.3

S2一 31.5

S6一 32.4

S11一 332

S16一 31.4

S21一 38.5

S25一 42.1

S30一 42.3

S35一 47.3

S40一 49.0

S45一 50.4

S50一 54.8

S55一 65.9

S60一 74.6

H 83.7

総 数 46.0

T 51.4

S2一 64.8

S6一 71.3

S11一 74.3

S16一 78.2

S21一 75.7

S25一 73.9

S30一 66.0

S35一 52.5

S40一 47.3

S45一 42.9

S50一 39.0

S55一 29.7

S60一 17.7

H 12.1

総 数 46.5

第7表 字種別の構成比

カ タカ ナ ひらがな 漢 字

T 26.6 17.9 55.6

S2一 19.6 11.8 68.7

S6一 15.1 7.7 77.2

S11一
1
12.7 52 82.1

S16一 Ig .4 4.8 85.7

S21一 6.1 10.3 83.6

S25一 2.3 10.6 87.1

S30一 1.2 11.4 87.4

S35一 0.9 112 187 .9

S40一 0.8 9.6 89.6

S45一 0.8 9.6 89.6

S50一 0.6 8.6 90.8

S55一 0.3 9.4 90.4

S60一 0.1 9.4 90.4

H 0.3 呂.o 91.7

総 数 2.5 9.4 88.1
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トの計算は四捨五入でしていますので合計 して100 .0%に な らない場合が

あります。

第7表 によりますと、Tで は漢字が半数を超えていますが、二っの仮名

の合計は明治の終わりから大正の始めにかけては、漢字は半数以下であっ

たことが当然予想 されます。戦争終了まではカタカナの方がひらがなより

も多いのですが、 このころからカタカナが激減 して、ひらがなの方が多く

なります。 と言 っても仮名はだんだん少なくなります。そして、女性名を

表す文字 としては漢字が90%を 超える状態になっています。 もっとも、仮

名の場合は、音節数を文字数とみとめて数えていますか ら、例えば 「きょ

う」という名前であれば、2で して、実際の仮名の文字数はもう少 し多い

可能性が大いにあります。

以上は文字の総数についてで したが、第1表 によって、どんな構成で仮

名を使った名前があったかを見てみましょう。

仮名だけの名前としては昔は2音 節の方が3音 節よりも多かったのです

が、Tか ら後だんだん差が縮まって、二っの仮名ともS11一 にわずかなが

ら逆転 し以後再び2音 節の方が多 くなることはありませんで した。以上 に

よって、明治のころの女性名の代表としてはカタカナ2音 節であったと推

定できます。 また総数 としての結果 と当然関係があるのですが、ひらがな

だけの名前が力タカナだけの名前を超えたのはS21一 で した。

「カ+子 」が 「ひ+子 」 より少な くなるのもS21一 です。「ひ+子 」 に

対す る 「カ+子 」の比率を示 したのが第8表 です。 ここでもカタカナは急

速に衰えています。また、「カ+漢 」が 「ひ+漢 」を超 えたことは全 くな

く、特にS35一 以後は 「カ+漢 」 は消滅 したと言 っていいでしょう。

一44一



近過去の女性名(そ の1)

第8表 「ひ+子 」に対する 「カ+子 」の率

T 133.3

S2一 145.7

S6一 159.4

S11一 168.4

S16一 2602

S21一 143.3

S25一 64.1

S30一 23.9

S35一 20.8

S40一 22.0

S45一 30.2

S50一 21.4

S55一 14.2

S60一 7.7

H 3.8

総 数 63.3

漢 字 の名 前

次に漢字だけで構成されている名前を見てみましょう。「子」 で終わる

名前にっいては上に述べましたのでここでは省略します。

まず1字 の漢字名。

読み方 としては、第1表 で示 したように初めは2音 節の方が多いのです

が、S11一 に逆転 し以後差はだんだん拡大 しS45一 で最大 となります。 し

かし、以後は差が縮まりっっあります。今後再び逆転するかどうかは分か

りませんが、可能性は大いにあると思います。S11一 までは上述の仮名だ

けの名前の場合 と同じですから世の一般的傾向を反映 したものなのでしょ

う。

次に2字 の漢字名。

「子」のっいていない2字 の漢字名の読み方は3音 節の方が多かったの

一45一



文林 三十号

ですが、S30一 に差 が最大 に達 し、以後2音 節 の漸増傾 向が続 き、遂 にS

55一 に2音 節 の方 が多 くな りま した。 しか し、Hに は3音 節が巻 き返 して、

今後 の推移 が楽 しみです。2字 の漢字名 の中 には 「枝」 「江」 「代」 などで

終 わ る伝統 的な女性名が含 まれて います。 これ らは別 に数 え るべ きで あっ

たか と思 います。時間が あった らや ってみた いと考 えてい ます。

「子」 の前 の漢字 を音読み して いるか訓読み して いるかにっ いて は、 ご

く一部 の県 で しかや って いません。 これ もいっか まとめてみたい ものの一

っ です。 また同 じ漢字の名前を どう読んでい るか、 の問題 もあ ります。例

え ば 「幸子」 はコウコ、サチ コ、 ユキ コな どが考え られ ますが、 コウコは

非常 に少な く、サチ コが一番 多 いよ うです。 しか し、わ た しの ワー プロで

はユキ コには 「幸 子」 が出 ますが、後 は ワ ンタ ッチで は2字 の女性名漢字

には出 ません(3字 ではサチ コに 「佐知子」 と 「佐 智子」が 出ます)。

漢字2字 で 「子」 で終 わ る2音 節 の 「紀子」様 型 は第1表 では全部で125

人 とな っていますか ら、 そ う少 ない数 ではあ りません。 しか しS30一 まで

は大変珍 しい名前 であ ったよ うです。 この タイプの名前 が一般 に知 られ る

よ うにな ったのは、言 うまで もな く且2年 の秋篠宮 の紀子 様 との ご結婚 と

R3の その長女真子(マ コ)様 誕生 か らです。 なお次女佳 子(カ コ)様 の

誕生 は且6年 の末 です。資料 の うちの最初 はS11一 岩 手 の智 子(チ コ)、

次 はS21一 東 京 の世子(セ コ)、S30一 東 京の代子(ヨ コ)と 続 きますが、

S35一 か らは数が多 くな ります ので、県名 は省略 します。数 字 は人 数です

が、1は 省略 します。

S35一 亜 子(ア コ)、 生子(エ コ)、 佳子(カ コ)、 地子(チ コ)、 千子

(チ コ)、 比子(ピ コ)、 磨子(マ コ)、 真子(マ コ)2、 理 子(リ コ)2、

計11。S40一 亜 子3、 貴子(キ コ)、 治子(チ コ)、 美子(ミ コ)、 計6。

-46一



近過去の女性名(そ の1)

紀 子 様 の ご誕生 はS41で す。S45一 亜 子7、 吾子(ア コ)、 喜子(キ コ)、

佐子(サ コ)、 真子、麻子(マ コ)、 理子2、 計14。S50一 真 子3、 理子、

計4。S55一 亜 子2、 真子、麻子、和子(ワ コ)、 計5。S60一 吾 子、

華子(カ コ)、 真子5、 弥子(ヤ コ)、 和子、計9。H亜 子7、 吾子2、

阿子(ア コ)2、 絵子(エ コ)、 季子(キ コ)、 貴子、沙子(サ コ)、 菜 子

(ナ コ)4、 比 子、真子19、 麻子、茉子(マ コ)、 舞子(マ コ)、 弥子4、

理子12、 莉 子(リ コ)7、 梨 子(リ コ)5、 璃 子(リ コ)2、 和 子、計73。

Hで は第2表 が示 します ように0.3%と な っています 。 これか ら 「子」 の

っ く名前 は少な くな るで しょうが、 斬新な感 じに支 え られて少 な くと もこ

の くらいは この型 は維持 して い くので はないで しょうか。残 念なが ら、紀

子(キ コ)は 資料 には出て いません。

最後 に3字 の漢字名。

最初 は 「子」 のつ く2字 の漢字名 は、「子」 のつ く3字 の漢字 名 よ り圧

倒的 に多 いのですが、S16一 に差が最大 にな り、後 はだんだん差が縮 ま り

ます。3字 の漢字 を万葉仮名風 に読む方が現代風 とい うわ けで しょうか。

3字 の漢字の3音 節以外 の読 みにっ いては後 に一括 して述べ る ことに し

ま しょう。

平 均音節 数 と平 均文 字数

これらは第9表 に示 しますようにそう劇的に変化があるわけではありま

せん。 しか し両方 ともS25一 辺 りを頂点 として両側に低 くなっており、特

に最近が低いという点で共通だ、 と言 っていいでしょう。 この二っが関係

があるのは当然ではあります。 この第9表 か ら第2図 を作 っておきます。
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第9表 名前の平均音節数、平均文字数

T 2.75 2.32

S2一 2.86 2.34

S6一 2.91 2.31

S11一 2.94 2.32

S16一 2.96 2.31

S21一 2.97 2.35

S25一 2.98 2.35

S30一 2.96 2.34

S35一 2.91 2.30

S40一 2.86 2.28

S45一 2.81 2.23

S50一 2.84 2.07

S55一 2.71 2.02

S60一 2.67 2.15

H 2.65 2.09

総 数 2.841 2.24

0.1%に 満 た な いタイプ の名前

「0.1%に満たない」とは第2表 で一番右の 「合計」の欄 に0,0と あるも

ののことです。 このタイプにっいては県名 と実際の名前を挙げておきます。

4音 節以上のカタカナだけの名前。

これはすべて外国風の名前です。

4音 節の名前 はS2一 の神奈川のバルバ ラに始まります。 しば らくはこ

のタイプは出てきませんが、そのような雰囲気ではなかったのか と思いま

す。 このバルバラさんにっいても辛い日々だったのではないか、 と考えま

す。戦後 このタイプが出てきたのはS25一 か らで、S40一 に計13人 と辛 う

じて四捨五入で0.1%と なりますが、その後急速に減 ります。 一時的な現

象だったので しょう。S55一 以後アメリカや ブラジルの日系人風の外国名

と日本名とを合わせたものが出てきますが、実例は後に挙げます。
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第2図

S25一 に は、4音 節 に東京 の ロージー。S30一 に は、4音 節に山梨の ポ

ンパ ン、5音 節 にブラウァー、6音 節 に奈 良の テ レシーター。S35一 に は、

4音 節 に埼玉の マ リリン、東 京の ジ ャネ ッ ト、静岡の レベ ッカ、大阪 の リ

ニータ、5音 節 に神 奈川のヘ ンリエタ、6音 節 に岐阜の ア ン トネ ッ ト。S

40一 に は、4音 節 に福 島のセシ リア、茨城 のアウロラ、埼玉 のスゼ ッ ト、

千葉 のアル ミー、 スーザ ン、東京 のグ レース、 スアソ ン、神奈川 のエ ビ リ

ン、 メ リデス、 ジ ャネ ッ ト、鳥取 のマー シー、5音 節 に福島のバ ージニア、

東京 のアラウラー、S45一 に は、4音 節 に千葉 のロルデス、5音 節 に千葉

のメ リーア ン、三重 のア ンナマ リ。S55一 に は、4音 節 の東京 のマイ ジェ

リ。 これ らにつ いて は、 もちろん外国籍 である可能性 も大 いにあ ります。
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純粋の 日本人で この カタカナ名がどの くらいついてい るか は資料の性 質上

分か りません。

「ひ+子 」 の4音 節。

S35一 の 、 ひか り子 と、Hの 、 あんず子。前者 は東京、後者 は大阪。

漢字1字 の名前。

S6一 の東京 の蛾(ガ)、S30一 の 同 じく東京 の瑛(エ)、S60一 の 神奈

川 の茜(シ)が1音 節 と して あ りますが、事実 とすれ ば一番短 い名前 と言

うことにな ります。 しか し、特 に茜の読み のシは資料 ミスではないか と思

われます。 けれど も、後 に も述べ るよ うに、資料 にあ ることはそのまま認

め るべ きだ、 とい うのが、資料提供者 の意見で あ ります。

4音 節 としては、S50一 の 岩手 の寿(コ トプキ)、S60一 の 島根 の友

(ナ カニシ)、Hの 大阪 の輝(カ ガヤキ)が あ ります。 この うち島根 の友 は

姓 の誤 りか と思 い ますが、提供者 の資料至上主義 に従 って修正 しないでそ

の ままで数 えてお きます。

漢字2字 の名前。

2音 節、3音 節 にっ いて はすで に述 べ ま したか ら、 ここで は4音 節 にっ

いて挙 げてお きます。

S6一 に、 愛知 の薫子(カ オル コ)、S11一 に、青森 の薫子、S16一 に、

東 京の桜子(サ クラコ)、S21一 に、愛知 の薫子、S25一 に、東京 の桜子、

薫子、S35一 に、千葉の薫子、東京の緑子(ミ ドリコ)、 神奈川 の桜子2、

S40一 に、埼 玉の薫子 、大阪 の薫子、S45一 に、東京 の桜子、薫子、群馬

の薫子、埼 玉 の桜子、神奈川 の忍子(シ ノブ コ)、 兵 庫 の薫子 、 山 口の薫

子 、福岡 の緑子。S50一 に、福島 の緑子。S55一 に、東京 の薫子。S60一

に、石 川 の桜子、香川 の桜子。Hに 、北海道 の桜子2、 茨城 の薫子、埼玉
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の桜子、薫子、千葉の薫子、東京の薫子2、 桜子4、 神奈川の桜子、石川

の桜子、愛知の葵子(ア オイコ)、三重の桜子、大阪の桜子2、 愛媛の薫

子、福岡の桜子2。 前の 「紀子」様型同様且になって多 くなり、それまで

ずっと0.0%で したが、Hで 初めて0.1%と なりました。 これがそのまま続

くかどうかは、なお観察を続けなければ分かりません。名前の合計は、桜

子22、 薫子18、 緑子3、 忍子1、 葵子1で 、初めは薫子優勢ですが、だん

だん桜子が多 くなり、特にS60一 以後は桜子優勢です。都道府県別で見ま

すと、東京の13を筆頭に、関東地方が25で、石川、愛知以西を西 日本 とし

て、 ここは16に過 ぎません。契約者の数を考えて も地域的な差 はあるよう

です。

漢字3字 の名前。

2音 節の名前。S55一 に、福岡の木綿衣(ユ イ)が あります。

4音 節の名前。S2一 に、長崎の延千代(ノ ブチヨ)。S21一 に、秋田

の寿美栄(ス ミエイ)。S25一 に、埼玉の政穂美(マ サホミ)。S40一 に、

大阪の博千代(ヒ ロチヨ)。S45一 に、東京の寿美礼(ス ミレイ)、香川の

五月女(サ オ トメ)。Hに 、宮城の椰朱美(ヤ スミン)。なお 「椰」 は人名

用漢字に入っています。 これは外国名の漢字表記なのかも知れません。

5音 節の名前。S50一 に、東京のサ仁阿(ユ ンインハ)が ありますが、

「到 は人名用漢字にありませんか ら、これは外国籍の可能性があります。

この場合また姓名の可能性 もあるのではないか、 と思います。第1表 によ

れば、Hに5音 節の名前が二人ありますが、 これは、一太郎、 一次郎です

ので男が間違って入ったものか、 と思います。わたしに資料を提供 してく

れた友人はリス トにある限 りはすべて信用 して集計すべきだ、という考え

です。これも尊重すべき考え方だ、 とは思 うもののここでは省いておくこ
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とと しました。 なお、漢字2字 で4音 節 の名前 は0,1%以 上 で したので、

ここで は取 り上 げませんで したが、信長 とか秀 吉 とか家康 な どと、 男 に多

い タイ プです。 ここで もご くわずかですが男性 と思 われ るものがあ りま し

た。

漢字3字 で 「子」で終わ る名前。

2音 節 の名前。S55一 に、神奈川 の美希 子(エ ミ)が あ ります。 これ は

「子」 は読 みませんが。

4音 節 の名前。S2一 に、 東京 の正 江子(マ サエ コ)。S21一 に、 同 じ

く東京 の聖恵子(セ イエコ)。S35一 に、福岡の利由子(リ ユ ウコ)。S45一

に同 じく福岡 の里裕子(リ ユ ウコ)。Hに 、鹿児 島の安見子(ヤ ス ミコ)。

その他 の構成の名前。

2音 節 の名前。 これ以下 の ものでは、命 名者の意識 と しては仮名(カ ナ)

と思 って いるものが多 いので しょうが、 資料で は漢字 でプ リン トア ウ トし

て ありますので、 変体仮名 と扱 わずに漢字 と してい ます。字数 を数 え ると

きも漢字 と扱 いま した。Tで は、埼玉 の、 志 も、志 げ、千葉 の、 イ子(イ

ネ)、 婦 さ(フ サ)、 静 岡の、 ち江。S2一 で、埼玉 の、志 も、千葉 の、志

げ。S6一 で は、 東京 の、志 げ、 司ま、 婦 さ。S11一 に、 愛 知 の、 み恵

(ミ エ)。S16一 に、東 京の、志 ん、埼玉 の、津や(ッ ヤ)。S21一 に 、 北

海道 の、志 づ。S35一 に、東京 の、 き美(キ ミ)。S45一 に は、北海道 の、

な美(ナ ミ)、 神奈川 の、 り奈(リ ナ)。S55一 に、大 阪の、 由め(ユ メ)。

一般 的な2音 節名 の衰退 とともに
、 この タイプも少 な くな ります。

3音 節 の名前。 これ は2音 節 の名前 より多 くな って います。Tで は、東

京 の、 と志子2、 埼玉 の、 と志子、愛 知の、志つ る、京都 の、志ず ゑ。S

2一 に、群馬 の、 と志子、埼玉 の、 と志子 、千葉の、 ち江子、東京 の、 志
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げ子 、石川 の、 サ千代、長野 の、志 げ子、兵 庫の、 ち江子。S6一 に、群

馬 の、 と志子、石川 の、 き京 い(キ キ ョイ)、 山梨 の、志 づ 江、 三重 の、

志 げ子。S11一 に、東京 の、志 げ子、神奈川 の、す江子、多 け以(タ ケイ)、

岐阜 の、 と志子。S16一 に、埼玉の、 と志 江、東京 の、 と志子、 京都 の、

む津子。S21一 で は、埼玉 の、志づ子、東京 の、志 ずか、神奈川の、重 の、

志づ子、徳島 の、志 げ子。S25一 に、茨城 の、 阿っ子、埼玉 の、 と志子、

東京の、志 げ子、三重 の、八 よい(ヤ ヨイ)、 愛媛 の、千ふみ(チ フ ミ)。

S30一 に、北海道の、衣ぬ子(キ ヌコ)、 静岡 の、志 のぶ、 愛 知 の、 志 と

子 、福 岡の、志 のぶ。S35一 に、栃木 の、 ゆ美子、埼玉 の、志 げみ、美 は

る、静 岡の、み津 江。S40一 に、東京 の、志乃 ぶ、神奈川 の、奈 っ代、 愛

知 の、志 のぶ、鳥取 の、歩 み(ア ユ ミ)、 香川 の、 さ月(サ ツキ)。S45一

に、北海道 の、志 お り、埼玉 の、志乃ぶ、 岐阜 の、美 どり、静 岡の、 ま起

子(マ キ コ)、 智つ る、三重 の、祉 なご(シ ナコ)。S50一 に、福 島の、 志

のぶ、大阪 の、志 のぶ。S55一 に、東京 の、美 ふで、美 さと、神奈川 の、さ

佳(サ ヨイ)。S60一 に、北海道 の、野 の子、三重 の、香 り、 大 阪 の、 真

しろ。Hに 、北海道 の、真 さ美、沙 くら、埼玉 の、 べ織、東京の、智 よ里、

長野 の、志 お り、兵庫 の、華 ノ実(コ ノ ミ)。

4音 節 の名前。S16一 に、岩手 の、二三 四子(フ ミヨコ)。S45一 に 、

東京 の、 こ都。

5,6音 節 の名前 は、前 に述べ た日系人型 の ものです。鹿児島の、5音

節、幸 ニーナ(サ チー)、6音 節、愛 カ リーナは姉妹で しょ うか。Hの 、

静岡 の5音 節、 ローズ梨沙、愛知 の6音 節、 セ リア美智子、 は関係 なさそ

うです。

この 「そ の他 の構成 の名前」 の ところに出て きた名前 の都道府県別構 成
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は次 のよ うになって います。1件 だけの もの は1と い う数字を省略 します。

北海道7、 岩手、福島、茨城、栃木、群 馬2、 埼玉13、 千 葉4、 東京17、

神 奈川6、 石川2、 山梨、長 野2、 岐阜2、 静岡6、 愛知5、 三重4、 京

都2、 大阪3、 兵庫2、 鳥取、徳 島、香 川、 愛媛、福岡、鹿児島2。 埼玉

か ら神奈川 までの南関東 は合計40、 全体 の約45%で 、 次 が岐阜か ら三重 ま

での東海で合計17、 全体の約19%で す。 これ は前 に述べ た漢字2字 、「子」

で終 わる4音 節の傾向 と大 き く言 って同 じです。 これ ら二っ は何 らかの意

味 で地域 の特性を現 して いるので しょうか。興味 のあ ることです。

ここで先 には省略 した、漢字2字 で 「子」で終わ り2音 節 の 「紀子」様

型 の都道府県別分布を見てみ ま しょう。 北海道8、 岩手2、 宮城、山形、

福 島3、 茨城2、 群馬、 埼玉7、 千 葉5、 東京20、 神 奈川11、 新潟、石川、

福井、長野、岐阜、静岡3、 愛知6、 三 重3、 京都3、 大阪7、 兵庫7、

奈良3、 鳥取、岡山2、 広島4、 山 口2、 徳島、愛媛2、 高知2、 福 岡6、

長崎2、 熊本、大分、宮 崎2、 鹿 児島。 ここで は、南関東 は全体の約34%

と少 しシェアを下げていますが、それで もかな り優勢です。東海 はシェア

を落 と しま したが、代わ りに関西が台頭 して きま した。 これらにっいては、

さ らに考えな ければな りません。

終 わ りのあ い さつ ・謝辞

以上で今回の記述を終わります。

ただ単に数えただけではないか、という声がありそうですが、そんな も

のではありません。科学 は仮設を立てて、 これを事実かどうか確かめるこ

とか ら出発 します。いわゆる記述科学です。その記述の一つの方法として

数えることがあります。科学 は次にその事実がなぜそうなっているのか、
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の段階に進まなければなりません。 これが説明科学の段階です。次にでき

れば、これ らのことか ら将来を予測すべきです。予測、あるいは推測科学

です。以上のものにっいても、ごくわずかですが説明と予測を試みました。

本文でお読みになったとおりです。

女性名については今まで 「子」のつく名前の消長などが言われてきまし

た。 これについての論文はいくつかあります。今回のこの調査はこれにっ

いての検証 も目的の一っでした。「近過去」という制限の もとで したが、

検証できた、と思います。さらに名前の字の構成に関して詳 しく調べるこ

とができ、その構成にっいても時代の流れがはっきりしていることが分か

りました。

我が子への命名というもっとも個人的な行動に関 しても時代の流れとい

うか、流行に支配されていることがはっきりした、と思います。個々のも

の、現象では、流れは分か らなくても、ある程度の数があって初めて流れ

となって見えて くるものです。この意味で行動計量学と関係があります。

今回の総数14万 余の人名を扱うのは在来型の方法では限界ではないか、

と思います。 この集計に当たっては本学の研究費か ら整理謝金を出してい

ただきました。全部ではありませんが、わた し以外の方に仕事をお願いし

たものの一部です。記 して感謝申し上げます。

なお、 これと同 じ材料を、違う年度ですが、順に、東京女子大学、本学

の、わたしが卒業研究の指導をした学生で女性名を取 り上げた人に提供 し

ました。前者は、資料を集めるために住んでいる市の市役所の戸籍課で仕

事を始めていましたが、なかなか能率がよくないようなので、わたしが友

人に頼んで リス トを入手 しました。この意味では今回の調査研究の契機 と

なったものです。後者には次の年に資料を提供 しましたが、ともに全数 は
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調査できなかったと思います。 この資料はH4年 の途中まで しかありませ

んでしたので、H4年 の終わりまでの追加を頼んで入手 したものが今回の

資料です。H、 特にH4年 の数が他に比べて非常に多いのですが、これが、

いっも直近の契約者が多いためにそうなっているのかどうか は分かりませ

ん。わたしの興味を刺激 して くれたという意味で この二人にも感謝いた し

ます。

(その2)の 計画

今回は(そ の1)と して、アウ トラインだけにす る予定で したが、具体

的な名前についてほとんど触れないことになり少々淋 しい気が しました。

そこで後半には、そこに属する名前 としてはあまり多 くないものを中心と

して少 し挙げてみました。いわば珍 しい名前ですが、今回挙 げたのは、珍

しい名前のほんの一部 分に過 ぎません。漢字2字 、3字 で 「子」がっ く3

音節の名前の中には難読 と思われるものなどもあり、 これらもいっかはま

とめてみたい、と思 っています。

しかし、今プログラムに上 っているものとしては、(そ の2)と して、

都道府県別に変化傾向に差があるか、 ということを中心にまとめてみたい、

と思 っています。一一部今回の(そ の1)に も書きましたが、珍 しい構成の

名前にっいては南関東に多 く見 られるようです。なお、他に 「子」の消長

の新傾向にっいては、中央か ら地方へと波及する、言語地理学でいう 「周

圏論」、WellenTheorieの ようなものがあるのではないか、 という仮設

を持 っています。 これを是非検証 してみたい、と考えています。ちょうど

昨年 「平山輝男博士米寿記念論集」(仮称)へ の寄稿 のお誘 いがありまし

たので、 これに投 じてみよう、 と思 っています。平山博士は文化功労者で
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方言学の大家ですので㌧ふさわ しい論文に出来たらいい、と寿えていますq

本稿の第1表 の生葎属別の都道府県別表が既に出来ていますから、締切は

迫っていますが、出来るだろうと楽観 しています。

そしてその次のものを考えるとしたら、それを本識への(そ の3)と す

ることが出来たら幸いだと期待 して、、ます。いずれにしても最終が且{毎

ですか ら、早くしませんと古い資料を使っている、と思われる虞がありま

す。
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